20191215レムナント教会1部
   買い戻し(ルツ記2:19-20)
ルツが落ち穂を拾いに行って戻ってきて、ナオミにボアズとの出会いのことを報告するようになります。ナオミが「どこに行ったの？」「どういうことがあったの？」と聞いてきたので、ルツは今日一日にあったことを詳細にナオミに打ち明けるようになります。そのときにナオミが、いままで落ち込んでばかりだった人が少し目覚めたのかどうか、これは神様の導きだと感じるようになります。それでルツに「そのボアズという人は親戚の一人で、買い戻しの権利のある人の中のひとりなのだ」というお話をしながら、「もうこれからは他の畑には行かずに、そこだけにこだわって働きに出ていきなさい」とアドバイスをするようになります。
イスラエルには買い戻しの制度というものが設けられていました。それが何かと言いますと、イスラエルは約束の地カナンに入ったときに、各部族に土地を分配し、それを相続として与えられることになります。そうすると、各部族が個人、また、家庭ごとに土地を分け与えることになります。それで皆がカナンの土地の一部分を相続として与えられることになっています。そして、その相続は命がけで守らないといけないものであるし、消えてなくなってはいけないものだと神様がおっしゃり、大事にするようにしていました。その土地が相続としてずっと途切れることなく受け継がれるようにならないといけません。しかし、昔は男性の名前でそれが所有になり、男性の名前で所有権が与えられて受け継がれることになります。それで相続、土地の所有権がずっと続くようになるわけです。しかし、何かの事情でその家庭に男性がいなくなり、不在の場合はどうなるのか。例えば、今日のナオミの家庭のような場合です。戦争に行って、男の人が皆死んでしまったり、何かの事情でその家庭に男性がいなくなってしまった場合には、相続した土地を受け継ぐ人がいないので、そこで途切れてしまうようになるわけです。そこで、そうならないように近い親戚の中で順番を決めて、本来自分のものではありませんが、それを買って受け継がれるように戻すという意味で、買い戻しの権利を親戚の人々に与えることになりました。何かの事情があって、その家系に男性が消えていなくても、このカナンの土地、相続というものは必ず続くようにならないといけない、受け継がれるようにしなければならないのだという制度なのです。そして、ルツが出会いましたボアズがその買い戻しの権利を持っている人のひとりだったということなのです。この買い戻しの制度、親戚の中に買い戻しの権利を与えられるということは、どのようなメッセージなのでしょうか。

それはカナンの土地、その相続として与えられているものは絶対に途切れることがあってはいけませんということです。なぜかというと、彼らに与えられた相続の土地というものは、実はなぜ相続という言葉を使うかと言いますと、神からの相続なのです。単なる土地ではありません。それはキリストが来られるための約束の地だったので、皆がキリストとつながっているし、皆がキリストの契約に結ばれているものなのだ。それが途切れることなどはありえないことです、という意味なのです。それで男性がすべていなくなって途切れそうになったときでも途切れてはいけない。それで買い戻しの親族を用意するようになりました。つまり、買い戻しという言葉、買い戻しの制度、買い戻しの権利という言葉を聞いた途端に、そのようなメッセージが思い浮かぶようにしなければなりません。彼らに与えられた相続の土地は神からの相続であり、神からの相続というものはキリストなのです。これをルツ、ナオミ、ボアズなどが具体的に経験するようになります。これを通していまを生きる私たちは、このようなメッセージをしっかり契約として握っていかないといけないと思います。

キリストの契約は、絶対にあきらめられないものなのです。先程も申し上げましたように、キリストの契約は途切れることはありません。私たちの方から申し上げますとそういうことなので、キリストの契約は絶対に離してはいけない、逃してはいけないというものなのです。どのような絶望的な状況があったとしても（例えばナオミの家庭のように）、その絶望的な状況の中でもキリストの契約は生きて動いているわけです。不信仰の人の目に見えないだけであって、絶望的な状況に隠れていて見ることができない不信仰が働いているだけであって、キリストの契約は絶対に途切れることなどはありません。また、人には信者でもいろいろな事情があると思います。しかし、どんな事情があろうが、キリストの契約が変わることはありません。言葉を変えますと、どのような事情でもキリストの契約に勝るようなものはありません。キリストの契約を止めることができるような事情などは存在しません。どんなに自分なりには険しくて厳しくて辛い事情があったとしても、それがキリストの契約を隠すことはできるようなものではありません。これが買い戻しという言葉にあるメッセージなのです。
なぜなのでしょうか。神の相続、神様の約束であるキリストの他には世にあるどのようなものでも、私たち人間が神様に会うようにすることはできないからです。人は神のかたちに造られたものです。犬、猫のような獣、動物とは違います。食べ物さえあれば、寝所があれば満足、そういう存在ではありません。たましいがあるものなので、神様とともにいることによって幸せになるし、すべてが成り立つようになる存在です。神様がいらっしゃらないまま成功を収めたとしても、それは成功にはなりません。人間というのは元々、そういう存在なのです。しかし、罪によってその神様を離れることになりました。キリストの他にはどんなにすごいものがあっても神様に会うことはできません。なぜかというと、キリストの他にはどんなに立派な理論、どんなに修行しても、人間の罪を解決することはできないのです。なぜ罪を解決することができないのでしょうか。一生懸命、修行すれば、償いをまっとうすれば、どうにかなるものではないでしょうか。しかし、罪はそういう問題ではありません。キリストの他には罪の問題は解決できません。なぜかと言いますと、罪の裏には目に見えない悪魔、サタンというものがそれを握って操っているので、人間のどうのこうのによって解決できるようなものではないからです。

そして、キリストの他にはこの悪魔に打ち勝つことができません。世の中にあるどんなにすごい発展があったとしても、この悪魔には打ち勝つことはできません。その結果、人々は自分なりに頑張って目標を定めて努力もしたり、ときには成功、富を手に入れることがあったとしても、根本的に地獄の運命から逃れることができないまま、虚しい人生、疲れた人生を送るしかないものなのです。キリストの他にはこの地獄の運命から解放させるものは世に存在しません。ですから、このキリストの契約は途切れることはないし、神様はキリストの契約をあきらめることなどはありません。どのような状況、どんな事情があろうが、キリストの契約は途切れることなく、それを上回るものであり、その中で生きて進んでいるし動いているものなのです。買い戻し、そこにあるメッセージです。同じ言葉でしょうけれども、キリストの契約は永遠であり、そして、そのキリストの中にある祝福も永遠に変わらないものです。それが買い戻し制度によって途切れることなくずっと受け継がれて続くようにと、そこに込められているメッセージなのです。

皆さん、ほんとうにそのように信じていらっしゃるのでしょうか。キリストの契約がどのような状況、どんな事情があろうが変わることなく永遠に続くものなのです。ときには大きな危機に直面するときもあります。ダニエル3：17-18にあるように、信仰のゆえに炎の中に入れられて死ぬことになります。「そこで神様は私たちを守ってくださるでしょう。そうでなくても、私たちは偶像崇拝はできません」。なぜならその危機の中でもキリストの祝福は変わらないままずっとそこにあるからです。これがキリストの中にある祝福なのです。使徒8：4を見ますと、ステパノのことで教会に迫害が始まり、大きな患難が起きて、皆、自分の家、仕事、家庭から離れて逃げ回ることになってしまいました。そのような患難の中でも行く所々において、彼らは福音を伝えていたと記録されています。患難という大きな危機があってもその患難がキリストにある祝福を消すことはできないということでしょう。患難の中でもキリストにある祝福は変わることはありません。ときには人間的には絶望的な状況に遭遇する場合もあります。パウロは刑務所の中に入れられて、いつ刑務所から出るかまったく見込めないという絶望的な状況でした。そこでパウロはピリピ4：13、私を強くしてくださる方にあって、できないことは何もないと告白します。この絶望的に見える状況の中でも、私を強くしてくださる方、キリスト・イエスにある祝福は変わらないまま私を包んでいるし、私を導いていると。だから、ある人は、パウロが刑務所に閉じ込められたのではなくて、刑務所がパウロに信仰の手に捕らわれるようになったと表現をしたそうです。イザヤ40：31、これは国が崩壊する危機なのです。そこでも主を見上げる者は力を得て、鷲のように翼をかって上ることができる。どういうことなのでしょうか。国が崩壊するような絶望的な状況の中でも、キリストの愛、キリストの祝福は変わることはないという裏付けではないでしょうか。主を見上げるというのは、ぼーっとして「神様、どうにかしてください」とかではありません。イエス・キリストの契約を見上げることなのです。状況や事情などに騙されないようにしましょう。キリスト教というものは、イエスはキリスト、すべてを完了したがスタートなので、どんなことがあろうが後ろに交代することなどはありません。スタートのすべてが終わりからのスタートなのです。キリストにある祝福は変わることはありません。だから、後ろのなにかに捕らわれるのではなくて、変わることのないキリストの約束、その祝福の中にのめり込んで、そこに飛び込んで行かないといけません。それがクリスチャンの姿勢です。その他には何もありません。どうしようというのがもう終わったわけです。騙されないように。ときには大きなミスを犯したり、失敗をしでかす場合もあります。ご存知のようにペテロは、イエス様の目の前で三度も否定する、そういう恥ずかしいこと、大きな過ちを犯しました。それにもかかわらず、その過ちの中でもキリストにある祝福は変わることなくずっと流れるわけです。私を愛しているのか。これからキリストのためにペテロは十字架に逆さまになって死ぬよとおっしゃったわけです。失敗もキリストの祝福を止めることはできません。だから、安心して過ちを犯そうという頭はおかしい頭です。でも、だからといって大きな失敗に捕らわれて、罪責感や後ろめたさなどにずっと縛られていること、これも信仰ではありません。世の中の人は理解できません。イエスを知らないから。イエスはキリストなのです。十字架ですべてを終わらせたので、そして、完璧な祝福を与えられて、それは変わることなくいまも永遠とずっと流れて溢れ出ているものですから。絶望的な状況やややこしい事情などによって皆さんの弱さなどによってそれを見ることを邪魔されてはいけません。買い戻し権利なのです。
また、私たちには様々な面でそれぞれ弱さなどを抱えています。パウロはここまで自分の弱さを嘆いていました。この死の体からどうしようと。良いことをやろうとしても、もう一つの側では黒っぽいものが私を引きずり下ろしている。その葛藤の中でどうしよう、どうしようと。でも、パウロはそこで1秒も迷わずに、すぐにそれを切り替えて、キリスト・イエスの中にある者は罪に定められることはありません。死と罪の原理から解放されています。内側の弱さというものがあります。精神的な部分や様々な内容があるでしょう。でも、キリストにある祝福は、それに遥かに上回るものなのです。そんな弱さの中でもパウロはキリストの愛、その祝福が変わらないままずっと流れていることを知っていたのです。そこですぐにその弱さではなくて、変わらないキリストの祝福に切り替えるようになりました。それを信仰と言います。そして、Ⅱコリント12：9を見ると、パウロには肉体的にものすごい病気がありました。そこで神様から悟りが与えられました。私は自分の弱さを誇りに思うと。肉体的な弱さもあります。内的、内側の弱さもあります。どっちにしてもその人間の弱さが、信者の弱さが、キリストの契約とキリストにある神の祝福を邪魔することはできません。もっと正確に申し上げると、だからこそキリストの変わらない祝福が私たちに与えられているものではないでしょうか。どっちに切り替えるのかが一番大切なのです。昔の宗教的な習慣のまま、昔の道徳的な、倫理的なマニュアルのまま、そちらの方に切り替えるのか、イエスはキリストですと信仰に切り替えるのか。買い戻しの権利。同じ言葉なのですが、この買い戻しの権利から与えられるメッセージは、神様はご自分の民、契約の民を決してあきらめることはありませんというメッセージなのです。心配をする、不安になるというのは、私たちの水準、レベルに過ぎないものであって、そうしている間にも神様の愛にはあきらめなどはありません。ピリピ1：6、キリスト・イエスの日にまで完成させる。エペソ2：10を見ても、私たちは良い行いのために新しく造り変えられたものだとあります。その良い行いをしっかり全うするように神様は信者ひとりひとり皆さんをあきらめずにずっと導いていらっしゃるわけです。ヘブル12：7-8を見ますと、ときには懲らしめることによって、人間の目で見ると罰に思われるような試練を与えることによってでも、神様はご自分の民をあきらめることはありません。もしそういう試練がなければ、それは私生児と同じものなのだ。本物の子どもではないからそうなっちゃうのだとまでおっしゃっています。神様は、ご自分の民をあきらめることはありません。オンリーイエス、オンリー伝道の者になるように休まずに、あきらめずに、働いていらっしゃる方なのです。だから、できればあまり突っ張らないで早く神様の前でギブアップした方が正解だと思います。この中でそれでも私が突っ張れば神様には勝てるのだと思う人はそれでよろしいと思いますけれども、そうでなければ…。なぜなら神様が皆さんに対しての愛をあきらめることはないので。神様と関係なく、福音の信仰と関係なく、良い人間になろうと頑張ること、それを神様はすべて止めるわけです。本当の意味で良い行いをするために。
そして、そういったすべてを通してヘブル4：12にあるように、神のみことばは生きていて、両刃の剣より鋭いものであって、たましいと関節、すべてを刺し通す力を持っています。結局、私たちを神のみことばによって変えていかれるわけです。神のみことばの前にひざまずくように神様は段取り為さるわけです。それに対して神様はあきらめることはありません。いま、神のみことばはあまりおもしろくないね、あまり興味ないね、聞きたくないねという人も、少し待っていてください。たぶん試練を通してなのか、がんを与えてなのかわかりませんけれども、結局は神のみことばが治療の武器なので、みことばの前に、みことばが刺さるようにして、神様はご自分の民をあきらめずに引っ張っていかれる方です。先程も申し上げましたように、その目標はもう明白です。オンリーイエスの人、オンリー神の国の人、オンリー聖霊の人になるように、神様は1秒も休まずにご自分の民をあきらめずに導いていらっしゃる方なのです。今現在、皆さんに悩み事や葛藤やダウンしていることや何かの疑問やいろいろあるかもしれません。それが神様が皆さんをみことばの前に引っ張っていくための道具なのです。皆さんをオンリーイエス、オンリー神の国、オンリー聖霊の人間に造り変えようとしていらっしゃる神様の作業なのです。それにもし同意できれば、あまり突っ張らずに、オンリーイエス、オンリー神の国、オンリー聖霊、そちらを描いて、そちらに自分を持っていくように祈ってみてください。
まとめましょう。どんな状況、事情があっても、キリストを絶対に逃してはいけない、その理由を真面目に黙想してみましょう。いろいろな事情、状況などがあるでしょう。しかし、それにもかかわらず、キリストの祝福、キリストご自身を手放すことができない、その理由が何なのでしょうか。そして、その前にどんな状況、事情の中でも、キリストの契約を止めることができないという告白をしてください。それでいろいろな事情やいろいろな状況の中でまずその状況に振り回されずに、キリストの前にひざまずいてキリストを告白することを先に行うようにしていきましょう。そして、キリストを逃してはいけない理由を深く黙想する時間を持ちましょう。

そして、その結果、どのような状況の中でも、状況に捕らわれずにキリストの祝福を味わうことに専念できるようにしましょう。迫害の中でも、炎の中に入れられたところでも、キリストの祝福は目に見えないように溢れてそこに流れていたわけです。買い戻し。だから、キリストの変わらない祝福の上にしっかり立つようにしましょう。そうなると、結局はこのように言えるでしょう。いろいろな状況、事情というものは、信者ひとりひとりをオンリーイエス、オンリー伝道の人に作るための教育の材料なのです。肥料のようなものです。そのような祝福を、皆さん、具体的に味わい証人として立たされることを祈りたいと思います。状況や事情などに騙されずに負けないようにしていきましょう。買い戻しの権利という言葉をしっかり胸に刻んでお祈りいたします。
（祈り）
父なる神様。ありがとうございます。イスラエルに与えられた相続、それは諦めることができないし、諦められないものであることを買い戻しの権利という制度を通して教えられました。いま私たちに与えられているキリストの契約、その祝福は変わることなく永遠なるものであるということを確認して、いろいろな事情、いろいろな状況の中で、その祝福を味わうことを優先して勝利できるようにひとりひとりを導いてください。改めて勝利の確信、義人は信仰によって生きるという素晴らしい生き方を回復できるようにひとりひとりを顧みてください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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